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はじめに

欧米(fCやける家庭教育ゐよび幼児教育では ，子どもに対する考え方(IC， 非常念特色があります。

「子どもというものは，住空れ7i:がらにして磐vc向かう根源的?を紫震と，悉1'(1匂かう根本的1i:傾向の二

つを持った，矛盾した存在である 」という考え方が強いととであります。決して子どもを夫伎のよう念

ものとか ，神様のよう念ものとは考えません。いま ，各閣の子どもに対する考え方の遠いを比較後討し

てみますと ，イ ギりスでは，子どもは惑に向かう傾向や，方向をもっているという考え方が強いのであ

りますが，アメリカでは，子どもの警に向かう複線的な繁質を重〈みてかり，イギりスとは対際、的であ

ります。 "!1ヒ，ドイツでは .iモラルは母のひざの上で ，乳と共vc吸い込まれるものだ」という考え方

で .幼少時代からさびしくしつけて沿りをす。ソ連ーでは，子どもというものは，環域次鎮でどうKでも

なるものであると環境を非常に]HIi!してかります。フランスでは， 合理性そ慾うことκ重点をかき，幼

少の時代から ，歯安格念訓練としつけによってすべて理性的に行念うよ うにしています。

ζのように ，子どもに買すする考え方は各閣によって巽1まりますが， 子どもの申には.純真さと.シろ

かさというこつの函があります。したがって .とのこ とを考えずに育てたならば ，動物的な人間κなっ

てしまうでしょう。さらVC.たしぜつ念ととは，子どもとい号ものは，放任して必けば.本能的念面ゃ.動

物的な傾向だけが強〈在ってしまうとい今ととを知っていなければなりません。

とのこつのととから ，幼い時代bて.良い面を伸ばし，患い箇は》さえ ，ためるととがたいぜつであります。

あの人格主義κ徹した刀ントは， i幼い時代に自己の行動会抑制するととを知らされなかった者は不幸

だJと強〈いっているのであ台ます。

自介の欲求をなさえるということは， 自分を社会化する ζ とであ担をす。 入閣は，自己保存の本能が

念ければ脊えないのであ bます。しかし，自己保存の欲求をみたすとともたい注つであります治ろこればか

りでは，子どもは，体だけ大き〈なっても ，心は動物的になり ，自介勝手な人間になってし1まうのであ

ります。そうでな<.本能的 ・動物的な面をため直して ，少しでも人のためYてなると とに向けていく ζ

とが，しつけであTt道鯵教育であります。

政米では ，家庭教育， あるいは ，幼児教育の全体のコ考え方の中には ，しつけが根本になっています。

婆ずるV'(，子どもというものは，かわいい函も .純真さもありまナが ，との二つを保たせ左がら ，もう

一つり合ろかさを常Kためると とるκ，幼児教1ぎのl厳潔があるという考え方であり ，ζの点津教的であ

ります。

それに比べ，日本の道徳教育は ，欧米と違って訟I?，学問的で念<.気分的です。子どもはかわいい

tて遠い念いが ，懇の茅を待っています。その患の芽を出させ7i:いよう(tC，しつけなければ念ら左いのに

それをなろそかにしています。との点 ，白本の家庭教育は， 綾初の出発点から間違っていると患います。

つぎに .1款米先進国の家庭教育 ・幼児教育で注目すべきととは .自由国家語学V亡bいては，いずれも，

宗教というものが，非常K大きな役富りを果たしているというととであり ，宗教が ，家庭の中にしっか b

と燥をがるし ，生活の信条となっているととであります。さらに ，欧米K合I.Aてば，宗教音楽が，家庭



の中 ， あるいは ， 社会のIr ~tあるというととK法自ずべきであり・とれがê由凶~携の特色であります。

もう一つは，人|ぬま .f.設境の動物であるという衿え方であタます。 N 入閣は， 深境に，t.，)て支配され ，

また ，環境を支記するρ 幼い時ほど ，環境に支配されるm.1が強いのでありますが ，乙の考えの一会強

い閣は ソ速であ bます。 ゾ返では 2 ・ 5 才までは，完全~亡環境K文書己され ， その影響は . 1 7 • 8才

まで続 〈と考えているのでありますn これが，ソ速の幼児教育を非常に尊重している理由の一つであり

.......... 
正 y。

1 イギリス

s次米におもける家庭教育でも っとも後術的な閣は ，ノギリえであり .アメリカ ・フヲンス ・ド寸ツはも

ちろん， ゾ返からもほんとうに尊敬されています。いま ，イ ギ1);えの家庭教育 ・幼児教育の特色という

べきものをあげてみ ますと ，をず 第1(r(幼児教育Vζitする考え方として ，イ ギリ スでは ，子どもの感I'C

l創かう傾向について .強hSE殺をもってまずり ， ζ の』の3fを幼い11寺代~C ;J:，'さえるととが，たいせつであると

いうので，幼い時から ，きびしいしつけをしているととであります。とのしつけは ，上流の家庭ほどき

びしいのであり唆す。その潔白としては 11上に立つ .は ，それだけ一般の人よ り受任があるH という

考え方からであって .上流l然級として.恥ずかし 〈な1責任ある教育受幼少の時からするのであります。

支え.イギ リスでは. rよさ模範」とい今ととを毒事ひそナ。その君主0;1;-:は，あとがれをもって.よいも

のに .犯しふ 〈すJらとい今 ζ と，つまり白分そよい様車i1.I古1けて努力してい〈と とでありますの全体が

と今いう空気に怠っておPり.ζれが ，イ ギリスの家庭教1ぅ根本の傾向とい号ととができ主ナ。

第2"'-.イギ lJ スで佼家の歴史を毒事び .姐先奇勝んで，い家，凱 .秩)，守，ある家庭引乍るととUて努めま

す。会:;_t" .イギリス の家庭T.i域 の工勺だJといいます .乙の放とい号 ζ とに二つの君、旅があるの

であ句ますの

その一つは .イギ リス人(r;1.やたら陀人を近づけない国民 . 入手t家礎』て よぶ乙とを喜ば~いのでも

りますe 弘う一つの意味は ，秩序があるという と止であり喧 ζのように ，イギリスの家庭では，秩

序があ 1) .そのうえに落ちつきがあります。との落ちつきとい ζ とは，道徳教育の上』てないで，非常

Vこたいせつな要素であるのであります。

そのほか， イギ 1)^の家庭教育のよい函と してみ られる点は茨庭団らんの時間がじ申うぶんKある

ζ とでありをす。また ，ィギり式では，愛国心や鼠旗{之対するj1 iZどは，すべて家庭;ている悶 (幼児

期 )tと教えられます。教えるとい うよりも.父母:.兄婦のよき弓を見習って ，長日らず知らずのうちK

そうなっマし乏うという教え方であって .たえず .家庭内で ，よ察軍Eが ぐり返されていゐうちVζ.自

然ιしつけ-;1;できてい〈のであり ますの

ζのように， イギリスでは 。よさ家j武があり .秩序あるw;ちフν家庭がありますが ，さらκ，子ど

もは，幼児期から .f7' 1)_・A・」と 「サン.!(-..:1ー」という ，議きょ 三とばを教えられます。また .童書

!包どのけじめて;_叶 司尭りもつようv(1):地内のよさ模範と ，きびし¥r)けのぐり返しKよって訓練され

ill徳数育"がなされてい まナ。

2 ソ逗

;':;'-::1立主人F-I'J_ 仙ふ斗叶-u-.e..，.r制緩プ:....Z.I貢献なした Pρー・スカヤにl:. tr I t会主義的家庭の問題 ，夫婦 ，

F ー・吋υIt.I l 似てζ同Vf.、明色/，性的問題和側ど牛車必し ，ノピエトん然陽電人的生活と社会的生活を結
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合し，新しい人|訊ー共j主主義社会の建殺議ーを'育てる斜そも1な集聞であるとみなしたのであります。

マカレンヨは， ゾビ4 トの家庭教育の特色を解明し，その目的を考妻美しました。彼は， 家庭にがける

教育活動のネ貨は .~VC子どもに買すする ilêi接的!ぷ化だけでなく ， 家庭の組織化，筒親のi白人的 ・ 社会的

生活の組織{もにもある，とい うζとを教えました。

ゾピエト政府は ，児重量相鉄所，託児所 .幼稚鼠，遊び場 .寄稿学校，長臼傷j学校，絞れ施設 ，保健政

策のγ ステムなどを利用ナる笑線上の可能性を提供するととKよって ，費支援κかける子どもの割|音"と教

授に刻し，できる限りの援助を与えているのでありをす作

ソ速では，教育施設で行〉まわれる教育ーに比べて ，家庭教育は固有の特色を持 っています。すなわち.

家庭集出の，成員が肉親という自然の関係と .相互配慮とによザて結ばれているとと，子どもたちが訟と

2をの指導のもとtてがとなといっしJ:VC家庭労働へ参加している とと ，教脊が子どもvr.:対する筒貌の変情

で貴かれているととがその特色であります。

室長庭κかける子どもの正しい教育のもっとも2重要?を灸件は ，裁が共産主量生教育の呂的と事事媛，ならぴ

κ社会や国家IfC対する自分の2主任を底解しているととであります。家庭の中での労働的ふん密気と家庭

成長問の殺しい ，暖かい相互関係をつくり出すとと，がよび貌のよい手本と殺の権威があるととが特別

な意義をもっ吃い設すα

幼児蹴にかける子どもの家騒教育は，主として，彼らの世話ーをする過程で行念われ古すが .そのb も

友ものは，子どもの健康維持.食事.衣服没どについて配慮しながら .親r.t.子どもそ斗持機告をのさまざ

まなあらわれにないて自主性に慣らし.絞のt官級性と忍耐力を育て.彼の運動の発達とととばの発達't

指導します。

就学前年除名の子どもでは，身体教育・知的教育 ・道徳教脊 ・労働教育 ・美の教育K関する家庭の仕事

はいちじる し〈広〈在 11古ナ。 ζの時期の教育の若草木的な手設となるのは .r埼貌lどよみ子どもの多様な

活動の対[織化とい今ととであちます。

就学的l思議の発途上大きな意義を もつのは遊びでありますが .親は ，学校へ入学ーするまでiぞ子どもが

セルフサーピスの~似を1獲得し ， 僚級で走い委託手E遂行でき .能力相応の家庭労働になれ .観念と概念

のじゅうぶん念た〈わえをも ・ら.自分の忠i惨を表現できるよ巧 K配慮しまナ。

学。続初期:J(I)子どもの家庭教育は，三として学習との関速でお・となわれ .殺は.生徒である子どホを秩

序 ・組織性 ，会よび宿題遂行C際の自主性に慣れさせ .1:伎を監督し ，鼠難念場合lとは彼vr.:援助手t与えま

すが ，子どもが少年期に入った場合も二子ども f[(対する活動(';I同ーの方向で続けられていきます。

幼児2械の密初場所が .家庭であり，したがってその最初の教育が筒媛，と oc母親であるととは

今日一般に認識されてお、担ま九フレーベルは 「幼稚聞は学校の救護のよう Kでな〈 、家庭のように」

と有名なととばを主足して沿りますが .γ速でも自殺先進思のように .幼稚鼠やナースリー・スクーんを両

親数奇・のセンタ ーと して大いκ活用してかりをす。

3 7;ち1)1J 

7 メリカでは . 幼少時代~[ . i受けるよ bも与え 25ととが幸福である Jというパイプルの教え[てもと

づく善行がしつけられ、いろいろな機会を命じて.肉毅，長u友からはじめて ，公共施設に対しですら .

苓んでものをプレゼントし ，進んで寄付をするよい醤t貨をうえつけられています。

さらvr.:.家庭教育の特色は，小動物を司変がるよい気}駄が養われているζ とでありますが ，とれば ，
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アメリカに限らず，ヨーロ yパ各国に共治 してJ;!.いたされる'持色であって，アメリカでは ，t侍にとの商

の教育が徹底しています。

ζのように，アメリカに拾いては，家庭教育の重要な主主として ，人vc物をささげる教育，小さな動物

を大事にする教育などを中心κした巴ュー司ニ，;(ムの教育が猿立されているのであ bます。

また，アメリカでは，アメリカ一流の家庭教育を重視していきナ。では，後らが費支援κ事長いて道徳教

育のいかなる面4て特に力を入れているかというと，しつけであり，社会道徳であります。元来， しつけ

の根本精神は ，それなしvcは，わがまま放題になりがち念子どもたちに対し，まず他者の存在を意識させ

進んで他者K不快感をもプ足せた.!J，迷怒をかけたり したいように心がけさぜ，さら~( ，また他者を進ん

で尊敬する態度や .雲行を身Kつけさせるζ とであります。

したがって ，との しつけは ，人闘が社会生活を営む銀合(IC，必ず身につけなければなら設い基本的な

態度でありますが.自己を抑制j し，他者に不快感を与えないためK心がける態度を~Kつけさせるとと

は，各人をして正しい人間関係に入らしめる第一歩であります。

しかも .ζ うしたしつけな .まず.第 1に， 家寝室にみ念ぎる落ちついた好全しいふん閤気と，父母長

土の自然念巧ま念い生活態度からの感化にまつととろが多いのであって， ドイツのととわざの 「モラル

は各人が母親のひざで ，母乳とともに吸収するものだ」という匂は，この間の消息を示すにじ帰有ぶん

であるうと患います。

また ， アメリカの家庭教育では，特~'((I題性尊重そ重視し.飽性の独立医ふさわしい環堤が提供されて

いるのであります。

つぎ1fC.アメリカの道徳を考えるには.まずプメりカのデモクラシーが .開拓者の生活経験Jそよって

なのずから生成されてきたものであるととを毘解してシか念ければ没りまぜん。そして.とのデモクラ

シーの社会は ，飽人みずから責任を負号人たちによって形成されたもので .社会の公共の差拡 ，かのか

のの家が中心とえtっている地織の経済生活から ，発展した道徳であったのであります。

アメリ カの道徳教育を説〈場合，アメリ カの署長居室生活V亡為、ける習俗(毛ラル )の笑践κついて述べる

必要があります。アメりカの君主庭では，一般に主婦の十猛威が強<.母貌のい句と とが子ども?とよ〈通じ

ます。家庭環境の内容は子どもκとってたいせつ念道徳教育の機会でありますが.アメリカの家庭での

食事の様子を見ますと，家族が食堂でいっ しょ vc会事をしている摘に，社会環境に逃応、しながら社会の

一員としての生活が ，学習としてなされるように .配慮が払われています。 ii:lo>，家庭のなかで.綾子

兄弟がいっしょに生活するととは， :j;，'のずから社会的役震をもつものでおりますが，それは日々の母の

仕事の手伝いや，清掃 ，花績の手入れ1iどをやらせるととによって，ものどとをはっきj))1頁序だてて考

える留{貨や.考えを組織だて 、物撃を整理するカを緩うととにもをります。

4 ドイツ

ドィ γでは .r幼少時代(1[，自分の欲求を抑制するととを教わらなか った人は一生不幸たJという有

名なカントのことばがあ.!J.道徳教育や， しつけは ，ます家庭生活を品じて休験させているのでありま

す。とのドイシで注呂すべき ζ とは，中等学校までのあらゆる学校の授業広午前中で終わってしまう ζ

とであります。その理由は，との国の長い伝統的1i考え方のーっとして，学校教育は.知的教育を受け

る場所であって，道徳的・情操的念教予警は各家庭で行念うべきであるというように分担が定められてい

るからであります。との点で「モラノレは母のひざの上でÌ>'!i!l と~f'C吸い込1まれるものだ 」 というととわ
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ざが.ト・ 4ツ{に生みたされているのは， 不志議ωととではあ告まぜん。

とくに，との国の婦人は「子どもをたいせつκする」ζ とであります。そのたいせつにするというと

との内容は，決して甘やかすととではな<，むしろさびしく社会性を しつけるζ とでありまして，大い

に模範としてよいととるであ b ます。なか，ドイツでは.子どもを溺~する母線を経べつし 「動物的な

母」と呼ぶととが注目すべき点であります。

イギリス以上~徹底的~戦術そζ うむったド -1 '/がその力強い立ちよがりに何をまずとり上げたかと

いえば，笑}て家庭生活κbける幼児教育の振興であったのであります。

5 フランス

フラン スの家庭教育は精2才から始まり，家庭rのしつけについて学ぶべき点が二つあります。その一

つは，秩序を重んずるとい勺乙と，もう一つは，合理性をき襲うというと とであ ります。とのために.幼

児期から非常Kきびしい訓練をします。そして，理性というと とが，フランス(f(>>ける家庭， ~....よ び一

般社会の合い言築になっているのであります。

また ，13国語を非常に尊重し，アランス語の正礎念訓練に努力を払っています。

右:必，フラ Y"のカド 1)';1タ的~考え方(f(沿いては ， 教育綴は段終的(ぞは家庭Vζあるべきものであり

学校は家隠の委託今受けて子女の教脊にさきたる止いった考え方が強いのであり全ナ。 したがって， 人格

形成の申心ともい弓ペき道徳教育は，まず，~家庭にがいて責任が止られます。本来教脊的，倫理的色彩

~q言むキ リ スト教は，子女の教育\lC対する家庭の重要性>，t強調してやまないのであります。

すでに， J，原始キ リスト数時代， r~茨なる教会 」と呼ばれた雪量念る家庭 . 教会として神を礼持する謹所

としての家庭すら存在していたのであ って .欧米各国を通じて，キリスト教徒の家庭とそ.ま寸22ま1(1(

人格教育の道場であったのであります。もちろん ，その色彩の強~~~てついての差異はあるとしても，正

常な信徒の家庭にないて.少念〈 とも子女の道徳教育に対して全〈無関心で，放鋭的な家庭は，まずな

いものと断言してよいでし ょう 。しかも， と うした家庭~CJ:，>ける道徳教育は，教会の教えと直接， 間援

につ念が りをもっているととはいうまでもありません。

らし上のように，日本と西欲の家庭や室長寝室教育をながめてみまナと，まず，家庭のあり方に根本的念差

のある ζとが明らかであります。すなわち，日本で瓜家を中心とした道徳体系が彼議されてか t.今日あ

るものは，家庭的機能を来たさ念い楽しみの少'1.!い家であるし，教育の機能を失った室誌でありまナ。

とのれ失ったために，今日の日本の社今蹄は生活のけ所を失ぃ.人々』孤独とせ重 bように悩

み，生活はまさκ分裂と防波のせとぎわに追いこまれているといっても過言で7.tlハと思います。

とれに対して ， 凶昭次では，~箇~~，隠をもっているゆえに.経済生活の激動や，あるいは近代的人倒

関係の事長殺にも耐えていけるのであります。凶Iiik~個人主義は家を防畿とした個人:E鎖であるというと

とができますし，また，民主主畿の基礎は家腿生活でめるというとともできましょう。

ととるが，臼本ではとの雪置が欠損しているために，偶人生活を支えたり.民主主総を維持して1ハ〈た

めには，デ〈代政治や箇室長憎カにすがろうとナるのであ bます。 アメリカや凶欧諸閣におもいては ，家路の

役制を強制し，子ども の摘祉は!t鎚~Cないて守らなければ念らないし.家胞を強化 し ， 縫全化するとと

によ。て!JG滋精子sl:の附悩を解決しようとしま した。 との政策の逃いは，岡本と酋係止の家庭生活のあ b方

をみればう念ずけるのであります。
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つぎに .家庭教育のためには .母親を中心とした ，近代的i母系家族であるととカ寝ましいのでありま

す。それゆえ:rc， 日本では母親の家庭教育に刈すみ自信の欠如を救済し?をければならないと忠います。

/ζの翁縦策安鮪旨怯 '昭馴卯39年10月24日第3回幼先 .家雑庭教脊酬研究会κ附おLい、て， 窃立教鮪脊a研f究釧所長¥
( 文学特附叩博枇制士好平啄附益蹴徳机削山先姓仙生釘舟か山A

¥る。 文貧 教育司硫T究所 / 
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